
１． はじめに

　今日、リトミックは幼児教育、学校教育、

障害児教育、高齢者老化予防など様々な分野

で導入され、日本のみならず世界各国で広く

普及している。そして「リトミック」という

言葉は多くの人々の耳に馴染んでいる。しか

し、残念ながらリトミック本来の理念につい

て充分に検討されずにリトミック教育を実践

されていることも多く、本来の教育目的とは

別の活動が行われていることも少なくない。

音楽教育以外の場でもリトミックという名称

がしばしば使用されることがあり、ジャック

＝ダルクローズの目指したリトミックに対す

る理念が正しく理解されているかどうか疑問

である。そこで本稿では改めてリトミックと

は何か、その特徴と理念について考察する。

２． ダルクローズとリトミック

　リトミック教育の創始者であるスイスの作

曲家、エミール・ジャック＝ダルクローズ（以

下、ダルクローズと略称）は 1865年にオース

トリアに生まれ 1950年に没するまで、音楽、

舞踏、演劇など芸術の多分野にわたり、天才

的でエネルギッシュな業績を残した人物であ

る。ダルクローズは幼少の頃より音楽に触れ

る機会が多く、10代より作曲、演技、劇作活

動を行い数多くの作品を残している。劇場オー

ケストラの副指揮者としてアルジェリアに滞

在中、アラビア音楽との出会いにより、リズ

ム表現の多様さ、その独創的な読譜や記譜、

演奏スタイルに大きな影響を受けた。また、

パリにてマティス・リュシーにより、リズム

における音楽表現の方法の原点を見出すこと

となる。このことは、マティス・リュシーに

ついて「表現とリズムの法則の研究に打ち込

んだ最初の人」１）とし、また「彼の助言は、

わたしのリトミックに関する研究と出版の道

において、わたしを照らしてくれた。・・・」１）

と、ダルクローズによって語られている。

　その後、ダルクローズは音と動きの関連性

に着目し、音楽の様々な要素を動きによって

表現、創造するという音楽教育法を考案した。

これは音楽に合わせて歩いたり止まったりす

ることで、身体で音楽のリズムを表現すると
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いうものだ。リトミック（Eurhythmics）の始

まりである。ダルクローズ論文集の序の部分

では、常に音楽的な聴覚を育てることを中心

に置きながら、身体全体の神経を鍛えること

によって音楽的感覚を研ぎ澄ましていくこと

が、リトミックの基本であると述べている。

　その後、ダルクローズはドイツの「ヘレ

ラウ・リトミック学院」を始め、ロンドン、

ジュネーヴなどに学校を設立し、国際的評価

を得ることになる。ダルクローズが生涯にわ

たって追及を怠らなかったこの教育法は心理

学的、生理学的、また芸術的観点に於いての

教育として、現在もその教育理念や方法は世

界的に認知され、国際ダルクローズ教育者連

盟（Federation Internationale des Enseignantsde 

Rthmique）の活動は依然として盛んである。

　日本への導入は、教育界に先がけて舞踏や

演劇界ですでに明治の末から始まっている。

歌舞伎の二代目、市川左団次に次いで、作曲

家の山田耕作、演劇家の小山内薫、舞踏家の

伊藤道郎、岩村和雄、石井漠などが明治の末

から大正にかけてダルクローズのリトミック

を学び各々が大きな影響を受けている。また

教育界に於いては、小林宗作と天野蝶がリト

ミックを導入し草わけとなった人物である。

小林宗作は大正 14年に日本で初めて幼稚園及

び小学校にて実際にリトミックを教えた。２）

３．リズム

　ダルクローズのリズム学習の目的は、

「身体的なリズム感覚は、筋肉組織と中枢神経

の特訓により、リズミカルな動きの分析に際

しての集中力やそれを実演する際の自発性を

発達させる。（リズム）の聴覚は耳の特訓によ

り、音響の強さとニュアンスの受容力と表現

力̶̶音の即時的ならびに記憶的鑑定̶̶音

響の分析と声による表現における集中力と自

発性を発達させる。これらの学習は、リズム

を読み、書き、創る（内的にも外的にも）こ

とを学ばせる。」３）とある。これは、音楽の

様々な要素を動きによって感じること、表現

すること、創造することを意味する。すなわち、

音楽の速さ、長さ、アクセント、その他の音

楽的要素を、即興的な動きや姿勢で身体全体

を使って表現する。例えば、音の高さやメロ

ディーラインの変化を表現するためには、高

い、中程、低い、の空間的な高さで表現する

ことができる。また音楽の速さは、歩く速さ（歩

く、走る、ゆっくり歩く、だんだん速く歩く、

だんだん遅く歩くなど）で表現することがで

きる。これは身体そのもの（身体全体あるい

は一部分）の動かす速さを変えることで表現

することもできる。また、身体だけでなく声

も使うことにより、身体全体でオーケストラ

のように表現することも可能である。さらに、

音楽におけるアナクルーシス４）（準備）、クルー

シス（到達点）、メタクルーシス（結果）とい

う流れ（図１）に対して体重移動も利用して

表現できる。

アナクルーシス・クルーシス・メタクルーシスの関係

　（図１）

　

注）→は音楽の流れの方向

アナクルーシス メタクルーシス

クルーシス
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またイメージ活動として大自然の風・雨・海・

宇宙・季節などを音楽に結び付けて動き、生

活や動植物などの動きもこのイメージ活動を

通して身体表現する。身近な物事の方がイメー

ジすることが容易であるため、子どものレッ

スンではよく行われている。これらの活動は

非常に楽しく行うことができる。そしてこの

ような活動をする時、教える側は基本的に即

興で演奏する。なぜなら一つ一つの課題につ

いて明確な目的があるため、その目的だけを

表現している既製の楽曲が存在しない、もし

くは探すことが困難であるため、その目的に

沿った音楽を即興的に作ることの方がはるか

に楽であるためである。また教わる側の動き

の反応に応じて、即時反応的に合図を加える

ことや演奏しながら細かいレッスンプランを

変更し、効率よくレッスンを行うことも可能

になるためである。但しレッスンの内容によ

り、既製の楽曲またはその一部分を教材とし

て利用することは可能であり、レッスンのま

とめとして一つの楽曲を身体表現するという

利用法も行われている。

４．ソルフェージュ

　ダルクローズの求めるソルフェージュ能力

とは、「音の高さの段階と相互関係（調性）の

感覚とそれぞれの音色を識別する能力」５）で

ある。ここでは音階・旋法・音程・旋律・和声・

転調・対位法などを歌唱により即興的におこ

なう。全ての調で音階やメロディーを歌い、

様々なハーモニーとその組み合わせを聴いて

頭の中で思い浮かべ声に出して歌う。つまり

「歌う」ことにより音楽の様々な要素を養うの

だ。例えば楽譜上のメロディーを指揮したり

歌ったりする時、表記されていなくともメロ

ディーの方向性からクレッシェンドやディミ

ヌエンドを感じ、フレージングやニュアンス

などの要素も表現する。また音階を歌う時、

主音から主音へ歌うことだけでなく、ダルク

ローズスケール（ハからハまでの音階の中で

全調をはめ込む）を歌うことで各調固有の引

力とその解決の感覚（Ⅴ７－Ⅰ）を養うことが

できる。すなわち全ての調を歌いやすい音域

（ハからハ）に収めることで、それらを歌うこ

とが容易になるのだ。また音階をいくつかの

音のグループ（2音列、3音列、4音列、5音列）

に分けて聴いたり歌ったりすることで、その

音階中の音がどのように組み合わされている

のかを理解することができる。これらはダル

クローズ・ソルフェージュのサブジェクトの

一例であるが、どのサブジェクトも音楽的な

耳を養うための体験をする。つまり、音楽理

論や和声などの多くの音楽的要素を、歌いな

がら、動きながら、自然に学ぶことができる。

このような練習を重ねていくことで、音楽理

論的には難しいと感じる事でもいつの間にか

歌うことができるようになるのだ。ダルクロー

ズ・ソルフェージュでは、聴いた和音や音を

記譜する以前に、自分の内面でその響きを感

じることが大切になってくる。

　ここで実際に行っているダルクローズ・ソ

ルフェージュのレッスンの一例を紹介する。

①　ハ長調の音階をドレミ…と歌いながら身

体の低い位置から高い位置までをそれぞ

れタップする。上行・下行・部分的な音
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でも行う。

②　①のように音名と予め一致させた身体の位

置をタップしながら、簡単な楽曲を歌う。

③　②を行いながら、指定された音だけ反応

しない

　上記の①では、音階を歌いながらタップす

る部分を、低い位置から高い位置へ（または

高い位置から低い位置へ）移動させることに

より、音階とは音が次第に高く（または低く）

段階的に組み合わさった仕組みであることを

体験する。部分的にタップするのは、音名と

身体の位置の一致の確認として行う。但し音

階における全音・半音の組み合わせについて

は、別の段階で行うこととする。

　上記の②では、①のように音名と身体の

タップする位置が一致したことを踏まえて行

う。楽曲を歌いながらその音名に合わせた身

体の位置をタップすることで、その楽曲のメ

ロディーライン（音の高低に関して）を明確

にすることができると考える。

　上記の③では、②で経験した楽曲を動きな

がら歌う時、指定された音（例―ド）の箇所

は歌・動きともに反応しないことにより、心

唱をしている状態になる。これは集中力を養

い、実際に声に出さないことで改めてその音

やそこに含まれている和音の響きを心（脳）

に感じることができると考える。

５．即興

　ダルクローズの即興学習では、「リトミック

とソルフェージュの概念をその音楽的表出と

いう観点で結び付け、メロディー、ハーモニー、

リズムを備えた音楽的思考を表現すること」６）

を目的としている。リトミックやソルフェー

ジュで経験したこと̶̶つまり、リズム・音高・

音階・和声・ニュアンス等をもとに即時的に

音楽を創造することにより音楽そのものの理

解を深めることができるのである。即興演奏

では、動き・声・音・歌・打楽器・ピアノな

どを使い、見たもの聴いたものに対して即興

的に演奏する。例えば動きを見て即興演奏を

する場合、その動きのビート感・ダイナミクス・

アーティキュレーション・フレージングなどを、

それまで培ってきた経験を活かし表現する。

　またピアノなどで即興演奏を行う場合、具

体的には各調性だけでなく、黒鍵のみ、教会

旋法（イオニア・ドリア・フリギア・リディア・

ミクソリディア・エオリア・ロクリアの各旋

法）、5音音階、全音音階、12音音階などを駆

使し、先にも紹介した大自然や季節、生活や

動植物の動きなどのイメージを表現する。

　そして、即興演奏中は何があっても演奏し続

ける、予期しなかったことを演奏の中に取り込

む、計画を柔軟に変更するといったことが養わ

れる。さらに、あるメロディーのフレージン

グを変える練習や変奏をする練習などを経て、

徐々に形式（二部形式・三部形式・ソナタ形式

など）のある曲作りへ発展していく。このため、

ある程度の楽器演奏テクニックが必要になる。

６．ダルクローズの課題と目的

　ダルクローズのリトミックは、互いに強い

関係を持つ 3つの重要な科目「リズム」「ソル

フェージュ」「即興」から成り立っており、そ

の訓練法は基本的に相互関係を確立している。
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以下ダルクローズによる、この 3科目に共通

した訓練法の目録を挙げる。但し、これらは

リズムに関する訓練法の名称であり、ソル

フェージュ、即興演奏に関する名称は必ずし

も一致していない。

　

 　 1．筋肉の弛緩と呼吸の訓練

 　 2．拍節分節とアクセントづけ

 　 3．拍節の記憶

 　 4．目と耳による拍子の迅速な理解

　  5．筋肉感覚によるリズムの理解

 　 6．自発的意志力と抑止力の開発

 　 7．集中力の訓練。リズムの内的聴取の創出

  8．身体の均衛をとり、動きの連続性を確

実にするための訓練

  9．数多くの自動的作用の獲得と、自発的

意思の働きでもってする動作との結合と

交替を目的とした訓練

　10．音楽的時価の表現

　11．拍の分割

　12．音楽リズムの即時身体表現

　13．動きの分離のための訓練

　14．動きの中断と停止の練習

　15．動きの遅速の倍加や 3倍加

　16．身体的対位

　17．複リズム

18．感情によるアクセントづけ̶̶強弱法

（dynamiques）と速度法（agogiques）のニュ

アンス（音楽的表現）

　19．リズムの記譜の訓練

　20．即興表現の訓練（想像力の開発）

21．リズムの指揮（他者̶̶ソリストたち

や集団の面々̶̶に自分の個人的感覚・

感情を速やかに伝達すること）

22．いくつもの生徒のグループによるリズム

の実演（音楽的フレージングの手ほどき）７）

以上 22項目にわたる訓練法を行うことで、音

楽の様々な要素の相互関係の調和を図ること

ができるとダルクローズは述べている。そし

てこれらは十分時間をかけて学習すれば、音

楽的表現能力を習得することができると考え

られる。

　ダルクローズはリトミック教育の目的を次

のように述べている。

　「学んだあと、生徒たちが、「知っています」

ではなく、「やりました」といって̶̶そのあ

と、自分を表現したいという欲求を自分の内

に生み出すようにすることである。なぜなら、

強い感動を味わえば、人は、自分なりの仕方で、

他の人々にそれを伝えたいという欲求を感じ

るものなのである。」８）

７．ダルクローズは音楽教育になぜ「動き」

を取り入れたのか

　ダルクローズ教育法では、3つの重要な科目

（リズム・ソルフェージュ・即興）から成り立っ

ていることは先に述べたとおりであるが、そ

の中でも音楽教育に「動き」を取り入れたこ

とが大きな特徴の一つである。ダルクローズ

は、なぜ音楽教育に「動き」を取り入れたのか。

　ダルクローズはジュネーヴ音楽院で和声楽

の教鞭をとっていた時、学生達について

　「音高・音階・調性・ハーモニーを識別する

ための眼と耳の訓練だけでは、学生が音楽を

深く感じ愛するようになるには不十分である
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ということを、彼は至ったのである。そして、

感覚に最もはっきりと訴えられる音楽の側面

（他の言葉で言えば、それは最もはっきりと学

生の生活に結びついたもの）は、リズムと動

きであるということを、彼は認識した。さらに、

音高とリズムとダイナミックスエネルギーと

いう音楽の三要素のうち、後の二つの要素（リ

ズムとダイナミックスエネルギー）は全体的

に動きに依存しており、これらの最も良いモ

デルは、筋肉組織の中に見いだされるという

ことを認識した。」９）

　これは、学生の生活に結びついたもの＝

歩くことという自然な動きの中に、音の強

弱・テンポ・拍子など、動きのための多くの

手段があるということである。また、「テン

ポの度 合い（allegro、andante、accelerando、

ritardandoなど）は、すべて身体で経験し、理

解し、表現することができる。彼は、音楽

的な感覚（feeling）の鋭さは身体的な知覚

（sensation）の鋭さに依存する、と悟ったのだ。

集中して音を聴き、身体反応を行うことによっ

て、強い音楽的な力が生まれ、その力は解放

されるのだ、と彼は確信した。」９）とあるよう

に、ダルクローズは音楽の学習において楽を

身体表現すること＝「動き」の必要性に気づ

き、実践し、確立していったのである。つま

り、音楽の強さ・速さ・重さ・アクセント・

ニュアンス・拍子・フレーズ・方向などの様々

な音楽要素を、全身を使って表現するという

ことである。そして聴くこと・声を出すこと・

動くことも大切なポイントとなる。また、ダ

ルクローズは「音楽は動きの秩序をはっきり

させる役割を担っていると同時に、インスピ

レーションを与える役割も担っている。」10）と

も述べている。音楽が脳に直接的に働きかけ

ることで、私たちの動きのリズムをコントロー

ルしやすくなるのである。ダルクローズは、

聴覚に関する訓練は年齢の高い生徒たちより

幼い子供たちの方がより効果的であることに

気づき、「本来リズミカルな性質のものである

音楽的感覚は、からだ全体の筋肉と神経の働き

により高まるものである」11）と考えた。こうし

てダルクローズは音楽とともに動くことで生

き生きとしたリズムのイメージを筋肉感覚的

に生み出し、音楽を身体全体で表現すること

で楽しくかつ合理的な音楽教育法を考え出し

たのである。

そして、「音楽を味わせ、好きにさせるには、

子どものうちに聴く力を育成するだけでは充

分ではない。音楽において、最も強烈に感覚に

訴え、生命に最も密接に結びつく要素というの

は、リズムであり、動きだからである。」12）と

も述べていることから、ダルクローズは動くこ

とでより音楽を身近なものとして受け入れら

れるとの見解を示していると考えられる。

　

８．リトミックの理念

　リトミックとは、「音楽による音楽のための

教育方法である」13）。

　ダルクローズは「音楽家として一人前にな

るには、子どもは、その本質が身体的なのと

精神的なのと両方の原動力と資質、すなわち、

一方には耳、声、音の意識を、他方には身体

全体（骨格、筋肉、神経）と身体のリズムの

意識を併せもたねばならない」14）とし、耳や

声などの訓練だけでなく身体でリズムを感じ
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る事の重要性を述べている。

　そして「リズムとは動き」であり、「身体的

経験が音楽的意識を作り」あげ、「時間の中で

動きが完成に達すると、音楽的リズムについ

ての意識が確立」「空間の中で動きが完成に達

すると、身体造形的（plastique）リズムについ

ての意識が確立」するとし、「時間と空間の中

で動きが完成に達するのは、リトミックと呼

ぶ身体運動訓練によってのみ可能である」15）

とも述べている。これは音楽教育にはリズム

が不可欠であり、リズムは動きであることか

ら、音楽には時間と空間と力の関係が欠かせ

ない要素だということを述べている。

　またダルクローズは、芸術家・音楽家・教

育について次のように述べている。

「芸術家は、自分の思想を表現する、技術的な

あらゆる方法を知っておかなければならない

が、その創造活動は生理的および心理的な動

きの総合であるべきである。・・・最高の技術

は、肉体と精神のあらゆる活動の緊密な関係

によって、完全に構成されていなければなら

ないのである。」16）

「ほんとうの音楽家とは、単に特殊な技術のお

かげで器楽合奏ができる、という存在ではない。

音楽家個人のあらゆる感情的な部分において、

音がよく響く現象を感じ取る存在であり、神経

系と筋肉系を揺り動かすことによって、音楽の

バイブレーションの中に緊密な結びつきが存

在しているのを感じるのである。」17）

「教育は̶̶音楽の専門的な領域にせよ、感情

的な実生活での領域にせよ̶̶人間存在のリ

ズムとかかわり、子どもが筋肉と神経を自在

に働かせるように促し、抵抗と抑制に打ち勝

つように子どもを助け、その思考の機能とと

もに肉体の機能が調和するようにしなければ

ならない。」18）

これらは、ダルクローズが自身の経験から導

かれた言葉である。そして次の言葉に、リト

ミックの理念があるのではないかと考える。

「私たちの個人としての存在の真髄そのもの

である諸感情を、自由にかつ独自の仕方で解

き明かすことができること、私たちの苦しみ

や喜び、憧憬や願望を、何の遠慮もなく表に

表すこと、音楽と詩によって鼓舞された情感

を・・・ユーリトミック的に協調させること・・・

この喜ばしさは、私たち個人としての存在や

進歩の条件を統合し・・・自然に社会性を帯

びた生活を築き上げるのに必要な愛他的な性

質が花開くのを促すのである。」19）

９．おわりに

　本稿では、ダルクローズの論文集およびダ

ルクローズに関する諸書籍から引用しつつ、

ダルクローズ・リトミックの特徴とその理念

について改めて考察した。

　今日、我が国におけるリトミック教育の普

及率がどれほどのものか確たる数値は調べて

いないが、この様なダルクローズの特徴や理

念を理解し、更にはダルクローズメソッドに

ついて忠実に実践している確率はどれほどの

ものなのか。音楽ＣＤやその他の音楽に合わ

せながら、単に手遊びや体を動かすことがリ

トミックとしているものもあり、ダルクロー

ズへの認識不足や研究不足によものも少なく

ない。多くの人々が流行に惑わされず、ダル

クローズが生涯をかけて研究したこの教育法
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の理解を深め享受することを期待したい。
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